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米金利アップデート
米財務省、長期ゾーンの国債買い戻しを増額

1/1

2026年8月20日

長期金利上昇の抑制を意識した可能性

ベッセント米財務長官は19日、10年から20年ゾーンおよび20年から30年ゾーンを対象とする流動性支

援目的の国債買い戻しについて、1回当たりの上限額を従来の20億米ドルから40億米ドルへ倍増すると発

表しました。新たな運営は9月9日から適用され、11月初旬まで有効となります。今四半期の買い戻し予定

額は従来最大690億米ドルでしたが、今回の措置により追加で140億米ドルの買い戻しが実施される見込

みです。

追加額そのものは決して大きくありません。しかし、①通常の四半期国債発行計画の枠外で見直しが行

われたこと、②市場参加者から追加的な流動性支援や買い戻し拡大を求める声が特に強かったわけではな

かったこと、を踏まえると、今回の発表はサプライズとなりました。なお、今回の措置は量的緩和とは異

なります。国債の発行総額そのものは変わらず、買い戻しの原資も短期証券などの発行によって賄われる

可能性が高いためです。米財務省から見れば、債務残高を増減させるのではなく、長期債の買い戻しを進

めることで実質的に政府債務の満期構成を調整する措置と位置付けられます。

とは言え、30年金利が5.3％台と2007年以来の高水準へと一時上昇する中で、今回の買い戻し増額が発

表されたことを踏まえると、ベッセント財務長官には長期金利の上昇圧力を抑制したいとの認識があった

と考えられます。今回の措置を契機として長期金利の上昇が一服するか、今後の市場動向が注目されます。

※ディスクレーマーテキストテキスト

（出所）テキストテキスト

1. 箇条書きテキストテキスト

2. 箇条書きテキストテキスト …

• 箇条書きテキストテキスト

• 箇条書きテキストテキスト …

（出所）テキストテキスト

（出所）テキストテキスト

※ディスクレーマーテキストテキスト

※ディスクレーマーテキストテキスト

（ 20YY年MM月DD日～ 20YY年MM月DD日）

（ 20YY年MM月DD日～ 20YY年MM月DD日）

表・グラフタイトルテキスト

表・グラフタイトルテキスト

表・グラフタイトルテキスト

（出所）テキストテキスト

※ディスクレーマーテキストテキスト

（ 20YY年MM月DD日～ 20YY年MM月DD日）

項目名 項目名

テキストテキスト
テキストテキスト
テキスト

テキストテキスト
テキスト

テキストテキスト テキストテキスト テキストテキスト

テキストテキスト テキストテキスト テキストテキスト

項目名 項目名 項目名

テキストテキスト テキストテキストテキスト テキストテキストテキスト

テキストテキスト テキストテキスト テキストテキスト

項目名 項目名

テキストテキスト
テキストテキスト
テキスト

テキストテキスト
テキスト

テキストテキスト テキストテキスト テキストテキスト

テキストテキスト テキストテキスト テキストテキスト

項目名 項目名 項目名

テキストテキスト テキストテキストテキスト テキストテキストテキスト

テキストテキスト テキストテキスト テキストテキスト

30年金利と国債流動性指数米国債利回り

（出所）ブルームバーグ
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